
れ
っ
鼻
目
処
日
酋
と
胃
日
廻
目
色
と
し
て
勧
告
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
黄
リ
ン
許
容
濃
度
は
Ｃ
』
目
廻
昌
函
短
期
間
曝
露
限
度
は
Ｃ
恥

目
処
目
“
と
し
て
い
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
許
容
濃
度
の
提
案
理
由

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
文
献
の
な
か
に
上
記
の
野
村
の
論
文
も
加

え
ら
れ
て
い
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

明
治
二
十
二
年
、
日
本
の
工
業
が
ま
だ
夜
明
け
を
迎
え
た
ば
か
り

の
こ
ろ
、
佐
久
間
貞
一
は
、
自
己
の
経
営
す
る
秀
英
舎
（
後
の
大
日

本
印
刷
）
で
、
「
八
時
間
労
働
」
を
試
染
て
い
る
。
わ
ず
か
一
年
で

中
止
さ
れ
、
以
後
、
同
社
は
九
時
間
労
働
制
を
と
り
、
大
正
五
年
の

「
工
場
法
」
施
行
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
わ
ず
か
一
年
間
の
実
験
と

は
い
え
、
ま
こ
と
に
画
期
的
な
職
工
保
護
策
で
は
あ
る
。
『
株
式
会

社
秀
英
舎
沿
革
誌
』
（
明
治
四
十
年
刊
）
で
は
、
「
前
年
五
月
以
来
試
験

中
ナ
リ
シ
八
時
間
労
働
ノ
成
績
〈
頗
ル
良
好
ナ
リ
シ
モ
之
ヵ
為
メ
却

テ
職
工
一
一
病
者
ヲ
生
ス
ル
傾
向
ア
リ
シ
ニ
依
り
一
時
之
ヲ
中
止
ス
」

と
、
極
め
て
簡
単
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
方
法
が
と
ら
れ
た
も
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
労
働
時
間

を
短
縮
し
た
た
め
に
病
人
が
出
そ
う
に
な
っ
た
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
川
田
久
長
『
活
版
印
刷
史
』
（
昭
和
二
十
四
年
刊
、
同
五
十
八
年
復
刻
）

佐
久
間
貞
一
の
「
八
時
間
労
働
」

森
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は
、
「
要
す
る
に
そ
の
当
時
の
職
工
に
は
い
わ
ゆ
る
昔
風
の
職
人
気

質
の
不
心
得
者
が
多
く
、
就
業
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
生
じ
た
身
心

休
養
の
時
間
を
正
当
に
利
用
す
る
を
欲
せ
ず
、
か
え
っ
て
こ
れ
を
い

ろ
い
ろ
悪
用
し
た
結
果
、
『
病
者
ヲ
生
ス
ル
ノ
傾
向
』
を
呈
し
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
『
親
の
心
子
知
ら
ず
』
せ
っ
か
く
の
佐
久
間
の

親
心
も
時
期
尚
早
の
う
ら
み
が
あ
っ
た
」
と
、
説
明
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
想
像
で
は
、
八
時
間
で
は
失
敗
し
た
が
九
時
間
で
は
病

人
が
出
な
か
っ
た
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
わ
ず
か
一
時
間
の
差

で
、
職
工
が
「
い
ろ
い
ろ
悪
用
」
す
る
不
心
得
を
改
め
る
と
は
考
え

難
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
い
う
と
、
八
時
間
労
働
を
と
る
以
前

は
十
時
間
で
あ
っ
た
。

当
時
、
一
般
に
は
十
二
時
間
な
い
し
十
五
時
間
の
就
労
も
珍
し
く

は
な
か
っ
た
だ
け
に
、
佐
久
間
の
実
験
は
ま
こ
と
に
画
期
的
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
佐
久
間
は
こ
の
ほ
か
に
、
徒
弟
教
育
・
貯
蓄
積
立
・

年
末
賞
与
・
養
老
年
金
・
夏
季
休
暇
な
ど
、
職
工
保
護
の
施
策
を
つ

ぎ
つ
ぎ
に
実
施
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
給
与
そ
の
も
の
も
、
他
よ
り

高
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
佐
久
間
は
、
日
本
の
ロ
ゞ
ハ
ー
ト
・
オ
ー

エ
ソ
と
さ
え
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
一
年
、
五
十
三
歳
で
不
帰

の
人
と
な
っ
た
。

佐
久
間
が
職
工
保
護
に
熱
意
を
燃
や
す
に
至
っ
た
動
機
に
つ
い
て

は
、
『
佐
久
間
貞
一
小
伝
』
（
明
治
三
十
七
年
刊
、
昭
和
七
年
増
補
）
は
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
明
治
九
年
の
創
業
の
際
に
、
そ
れ
ま
で
横

浜
の
ガ
ゼ
ッ
ト
社
で
十
年
ほ
ど
印
刷
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
職
工
を

二
、
三
人
雇
い
入
れ
た
と
こ
ろ
、
十
年
も
た
つ
と
、
い
ず
れ
も
老
衰

し
て
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
職
工

の
寿
命
が
わ
ず
か
二
十
年
ほ
ど
で
は
、
当
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
本
の
工
業
に
と
っ
て
も
大
問
題
だ
と
気
が
つ
い
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
（
工
業
談
。
明
治
三
十
年
、
東
京
市
教
育
会
総
会
で
の
講
演
）
こ
の
工

業
談
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
も
出
て
く
る
。

或
る
組
は
、
私
の
工
場
で
十
時
間
宛
の
就
業
で
あ
る
。
今
そ
の

組
を
八
時
間
に
し
て
十
時
間
の
仕
事
を
し
た
ら
、
御
前
達
は
八
時

間
で
仕
舞
は
せ
る
と
云
ふ
と
、
早
く
仕
舞
ふ
の
は
宜
い
か
ら
、
元

気
を
奮
っ
て
一
箱
八
百
字
を
入
る
上
箱
を
十
箱
十
時
間
で
拾
ふ
の

は
随
分
骨
の
折
れ
る
の
に
、
そ
れ
を
八
時
間
で
拾
ひ
ま
す
。
是
は

ジ
ョ
ウ
ジ
ホ
ー
ル
と
云
ふ
人
の
本
に
書
い
て
あ
る
方
法
で
、
そ
れ

を
私
が
実
験
し
た
る
に
、
其
効
果
は
慥
に
増
し
て
来
る
。
併
し
並

に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
病
人
が
多
く
な
っ
て
来
る
。
そ

れ
は
何
だ
と
云
ふ
と
、
食
料
の
関
係
で
最
も
重
だ
、
菜
シ
葉
と
鰯
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位
で
は
い
か
ぬ
、
肉
食
し
な
け
れ
ば
身
体
は
い
け
な
い
や
う
に
思

ひ
ま
す
。
私
は
ま
だ
研
究
し
な
い
が
、
長
与
さ
ん
に
頼
ん
で
食
料

と
体
力
と
労
働
と
の
分
量
を
量
っ
て
呉
れ
と
頼
承
又
後
藤
さ
ん
に

も
職
工
衛
生
の
こ
と
に
就
い
て
聞
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
出
て
く
る
長
与
・
後
藤
は
、
と
も
に
内
務
省
衛
生
局
長
の

任
に
あ
た
っ
た
長
与
専
斉
と
後
藤
新
平
で
あ
る
。
こ
の
講
演
に
よ
れ

ば
、
佐
久
間
が
実
行
し
た
八
時
間
労
働
は
、
十
時
間
か
か
る
も
の
を

八
時
間
で
仕
上
げ
る
と
い
う
能
率
増
進
の
方
法
を
加
味
し
た
も
の

で
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
が
一
八
一
六
年
に
提
唱
し
た
八
時
間
労

働
制
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
い
。
秀
英
舎
の
工
場
規

則
（
昭
和
三
十
九
年
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
夜
業
手
当
は
一
時
間
ご
と
に

日
給
の
九
分
の
一
、
午
前
零
時
か
ら
三
時
ま
で
の
間
は
さ
ら
に
五
割

増
、
徹
夜
勤
務
は
日
給
の
八
割
三
分
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
勤

務
時
間
は
実
働
九
時
間
、
休
憩
・
食
事
各
三
十
分
で
あ
る
。

（
京
都
工
場
保
健
会
）

一
、
は
じ
め
に

昨
年
の
第
八
十
四
回
総
会
で
、
明
治
二
十
年
前
後
に
複
数
の
現
役

軍
医
が
全
国
各
地
で
、
軍
人
で
な
い
一
般
人
を
診
療
の
対
象
と
し
て

設
立
し
た
病
院
に
つ
い
て
述
べ
た
。
今
回
は
、
日
本
の
植
民
地
と
な

っ
た
日
清
戦
役
後
の
台
湾
、
日
露
戦
役
後
の
韓
国
（
後
の
朝
鮮
）
で
、

初
期
の
衛
生
・
医
療
面
に
関
与
し
た
現
役
軍
医
の
役
割
に
つ
い
て
報

告
す
る
。二

、
台
湾
に
お
い
て

明
治
二
十
八
年
四
月
、
日
清
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、
台
湾
、
彰

湖
島
は
日
本
に
帰
属
し
た
。
同
年
六
月
、
初
代
台
湾
総
督
樺
山
資
紀

海
軍
大
将
は
、
台
北
で
総
督
府
始
政
式
を
挙
行
し
た
。
そ
の
当
時
、

衛
生
医
療
方
面
で
現
役
軍
医
が
関
与
し
た
事
項
を
列
記
す
る
。

い
、
明
治
二
十
八
年
六
月
十
六
日
、
総
督
の
諮
詞
機
関
と
し
て
衛

生
委
員
会
（
長
・
陸
軍
少
将
大
嶋
久
直
）
が
組
織
さ
れ
、
陸
軍
軍
医
よ

初
期
の
植
民
地
医
療
に
お
け
る
現
役
軍

医
の
役
割
Ｉ
殊
に
台
湾
、
韓
国
に
お
い
て
Ｉ

佐
久
間
温
巳
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